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衛星データを用いたサケ稚魚放流時期の沿岸環境評価の試み 

 
はじめに 本道沿岸漁業における基幹魚種の一つであるサケは，ふ化放流事業によって支

えられています。民間の増殖団体が主体となって放流事業を実施しており，北海道全体で

毎年約 10 億尾のサケ稚魚が放流されています。最近の来遊数は北海道全体としては高水

準で推移していますが，年変動や地域間の格差が大きいといった問題も見られ，今後の研

究課題も少なくありません。 

孵化場から放流されるサケ稚魚では，自然界に

放流され，降海した直後の沿岸域での死亡率が生

活史を通じて最も高く，そこでの生き残りの良し

悪しが数年後のサケの来遊数を大きく左右するも

のと考えられています。このため，沿岸環境の好

適な時期に稚魚を放流すること，いわゆる「適期

放流」が重要です。サケの放流時期に関する目安

として，沿岸水温が 5℃を超えた頃に放流を開始

し，10℃に達する頃までに放流を終えるのが妥当

と考えられています。このような時期に放流すれ

ば，サケにとっての適水温（8～13℃）の時期に，稚魚は沿岸域で十分な成長を得られる

ものと考えられています。 

 

研究の実施体制 近年，衛星リモートセンシングによる海洋観測技術の発達と普及が進み，

海洋研究および水産研究への応用が可能となっています。衛星リモートセンシングでは広

い海域の海洋環境を同時に，かつ，長期間にわたって一定の周期で観測することが可能で

す。この技術はサケ稚魚の放流適期の評価にも有効ではないかと期待されます。そこで，

水産孵化場では北海道大学大学院水産科学研究院（衛星資源計測学分野），北海道環境科学

研究センターと共同で，衛星リモートセンシングを活用し，サケ稚魚滞泳時期の沿岸環境

の評価に関する研究を実施してき

ました。本研究の衛星データの解

析では，水産試験場および試験調

査船，網走漁業協同組合，網走市

水産科学センター，網走地区水産

技術普及指導所の協力を得て，現

場観測データを用い衛星データの

精度評価も実施しました。 

  

主 な 研 究 結 果  NOAA 衛 星 に よ

って観測された海面温度の衛星デ

ータ（9km メッシュ，8 日間合成

画像）を用いて，放流時期前後の

沿岸水温を調べてみました。日本

海南部から北部，さらにオホーツ

ク海にかけて緯度，経度それぞれ

写真 1 ふ化場で飼育 されたサケ 稚魚

図 1 北海 道周辺の水 温画像（NOAA 衛星）と沿岸

に設定した 区域（0.5°メッシュ ） 



0.5°の区域を設け，3～7 月の

衛星データから各区域の水温を

抽出しました（図 1）。 

最近で は 2001 年に放流 し

た稚魚の回帰が良好（2004 年

秋 に 4 年 魚 と し て 回 帰 し ま し

た）で，一方，1997 年に放流

した稚魚の回帰は比較的不調で

したので，この両年の沿岸水温

を図示してみました（図 2）。図

2 の横軸は時期，縦軸は図 1 に

示した区域の番号を示していま

す。緑色の領域がサケにとって

の適水温帯（8～13℃）を示し

ています。図 2 をみると，適水

温帯に達するのは日本海では南

部で早く，北にゆくほど遅くな

ります。オホーツク海ではさら

に 遅 い こ と が わ か り ま す 。

1997 年と 2001 年を比較す

ると，オホーツク海の沿岸水温

がサケの適水温帯に達する時期

が両年では顕著に異なっていま

した。2001 年には 5 月下旬に

適水温帯に達したのに対して，

1997 年は 6 月になってからで

した。一方，サケ稚魚の放流時

期を比較すると，1997 年のほ

うが全体的に若干早め放流され

ていることがわかります。この

ことから，適水温の時期と放流

時期の違いが両年に放流された稚魚の生き残りに影響したものと推測されます。また，放

流開始日をみると，沿岸水温が著しく低い時期から放流が開始されている地区が多いこと

もわかります。 

 

このように衛星データを活用して沿岸水温を観測し，サケ稚魚の放流時期を評価できる

ことわかりました。衛星データでは水温分布を画像としてわかりやすく表示できることも

大きな特徴です。今回は水温データ活用の一例を紹介しましたが，衛星データを用いて一

次生産量（クロロフィル a）を観測する技術も確立されています。今後は，サケ増殖事業

を実施している関係機関の方々に，衛星データから得られた情報をわかりやすく示し，実

際のサケの増殖事業に活用してゆく方法を検討してゆきたいと考えています。 

 

（水産孵化場 さけます資源部 宮腰靖之） 

図２ 1997 年および 2001 年 3～7 月の沿岸水温のイ ソ

プレット． 縦軸はデー タを抽出し た区域（図 8）を示し，

縦 軸 下 が 日 本 海 南 部 ， 中 央 が 日 本 海 北 部 お よ び 宗 谷 海 峡 ，

縦軸上がオ ホーツク海 東部を示す ．横軸ラベ ルには 8 日間

合成データ の初日を示 した．黒は 欠損値を示 す。 

 赤 い バ ー は 各 地 区 に お け る サ ケ 稚 魚 放 流 開 始 日 お よ び 終

了日を示し．縦棒は年間 放流数の 50％の放流が終了した 日

を示す．  
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